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159　　　 Hypoxia 環 境下 に お け る ヒ ト臍動 脈

内皮細胞 由来の 収縮反応 に 関す る 研究

160　　　 ω 3 系多不 飽和 脂 肪酸 欠乏 が ラ ッ ト の

学習 能力 に 与 え る 影 響
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［目的ユ近年，血管内皮細胞 由来 の 弛緩因子（endo −

thelium−derived　 relaxing 　factQr，　 EDRF ＞や収縮

因子 （endothelium −derived　contracting 　factor ，

EDCF ）が ，種々 の 化学的 ， 物理 的刺 激 に よ っ て 惹

起 さ れ る こ と が 判明 して き た 。 本研 究 で は ，低酸

素環境下 に お け る ヒ ト臍動脈の 内皮細胞由来の収

縮反応 の様態 に つ い て in−vitro 実験 よ り検 討 した

の で 報告 す る 。 ［方法］帝 王 切開術 時 に 得 ら れ た臍

帯よ り，臍動脈 を摘出 して 用 い た。顕微鏡下 で リ

ン グ状標本 を 作製 して ，Magnus 法 に よ り栄養液

中 に 乗 直 に 固定 し，圧 transducer で hypoxia の

状況下に おけ る等尺性張力を測定 した 。 また，内

皮細胞 の 有無 は透 過型電顕 に て 確 認 した 。 E成績 ユ
　 　 　 　 　 ＿6
serotonin （10　 M ）に よ る血管収縮 の 張力 が

一
定 に

な った 後，buffer中の pH を 変化 さ せ ず酸素濃度

を急激 に 減少 （PO ？ 80mmHg → 10mmHg ，5 分）す

る こ と に よ り，内皮細胞保持群 （46，8± 5．8％）で は，

内皮 細胞除去群 （2．1土 1．8％）に 比較 して 有意 （p 〈

0．001，n ＝ 14）な 収 縮 反 応 の 増 加 が み られ た。 一

方，こ の bypoxia に よ る 反応 は ，
　 glucose 除去液

中 で は 確 認 さ れ ず，cyclooxygenase 阻 害剤の indo−

methacin （3 × 10
−5M

）や lipoxygenase 阻害剤 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿5　 　 　 　 　 ＿5
NDGA （2× 10　M ）AA861 〔2× 10　M ）の 前処 i．．ie

て も影響 さ れ な か っ た。匚結論 ］以 上 の 結 果 よ り，

臍動脈 に お い て ，hypoxia 環境下 で 惹起 され る血

管収縮反応は 内皮依存性 で あ り ， cyclooxygenase

系 や 1ipoxygenase 系を 介 さ な い 反応 で あ る と考

え られ た。こ の EDCF の 遊離 は血管 の 彎縮 に も関

連 して ，fetal　distressの 成因 に何 らか の 影響を 及

ぼす可能性 の あ る こ と が 示唆 され た 。

〔目的〕妊娠 中及 び 出 生 後 に お け る 食餌 中 の 多価

不飽和 脂 肪酸 （PUFA ）の 内 ω 3 系 （ω 3 ）．
ω 6 系

（ω 6 ）の 脂 肪酸 が ラ ッ ト胎 仔 ， 新生 仔 の 脳 の 脂 肪

酸組成 ， 学 習 能力に一与え る 影響 を検 討 し た 。

〔方 法〕 ウ イ ス タ ー系雌 ラ ッ トに ，
ω 3 をほ とん

ど 含 ま ず ω 6 の 豊 富 な サ フ ラ ワ ー油食 （SA ）：

ω 3／ω 6 比 ＝ 0．Ol
，

ω 3 の 多 い 大 豆 油食 （SO ）

：ω 3 ／ω 6 比 一 〇．13 を 7 日 間一与え た 後 交配 し

た 。前者 を 与 え た もの を SA 群，後 者 を与 え た も

の を SO 群 と し，さ らに，妊娠 時 ，授乳時 の 母 獣，

離 乳後 の ラ ッ ト に も 同様 の 食 餌を 与 え た 。 さ ら に

SA 群 の 離 乳 時 （生 後 24 日 目 ）に 食 餌を SO に

変 更 し た 群 を 作成 し た （SAO 群 ）。 胎仔 ，哺乳 中

の 新生仔 ，離 乳後 の ラ ッ トの 脳 の 脂 肪 酸 を ガ ス ク

ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに て 分 析 し た 。 SA 群 ，

　 SO 群

SAO 群 3 群 の 生後 60 日 の 雄 ラ ッ トに シ ャ トル

ボ ッ ク ス に よ る 条件 回避 学 習実験 を行 い ，実験 終

了後 直ち に 脳 を 摘出 し脂肪酸分析 を行 っ た 。

〔成績 〕   脳 の PUFA の 組成 に 澄 い て は C22 ：5 ω

6 ，ド コ サ ヘ キ サ エ ン 酸 （DHA ）の みが 食餌 の 影響を受

け，前者 は SA 群 ， 後者 は SO 群で 有意に高値を 示 しh

  脳 の PUFA に は 長鎖 の C22 ：5 ω 6 ， DHA が 多 く存

在 し，前者は出生後 日令 と共に減少 し， 後者は増加 し

た 。   ω 3 欠乏 の 持続 に よ b ， 第二 世代 ラ ッ ト の 条件

回 避学習能力 は低 下 し た が，離 乳時に SO に変 え る こ

と に よ b学習能力は 回復 した 。   学習終了時 の 脳 の 脂

肪酸分析 に よ bDHA の 占め る割合 と学習能力は平行 し

た。 〔結論〕脳を構成す る PUFA は大部分が最 も長鎖

の C22 ：5 ω 6 ，DHA で ， こ れ らは食餌 の 影響 を強 く

受 け た。ま た ，DIIAの 占め る割 合 は ラ ッ トの 学 習 能力

と平行す る こ と よ il　t　 DHA の 脳構成成分 して の 重 要性

が 示 唆 さ れ た。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


